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今
年
度
か
ら
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
抱
負
等

を
申
し
上
げ
る
よ
り
も
、
学
会
の
現
状

に
鑑
み
、
実
際
の
状
況
を
学
会
員
各
位

に
良
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
主

に
公
開
済
の
情
報
を
と
り
ま
と
め
、
ど

の
様
に
見
れ
ば
良
い
か
の
解
説
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
稿
第
一
部
は
、
来
年
三
十
周
年
を

迎
え
る
学
会
の
流
れ
を
解
説
す
る
。
第

二
部
は
、
頁
で
平
均
し
た
会
誌
・
会
報

の
費
用
、
そ
し
て
第
三
部
に
は
、
茶
道

華
道
の
経
験
者
の
変
遷
を
み
る
。
第
四

部
は
、
今
年
度
の
大
会
に
つ
い
て
書
き

留
め
る
。

一
、
学
会
の
流
れ

　

茶
の
湯
文
化
学
会
は
、平
成
五
年（
一

九
九
三
）
十
月
十
六
日
に
設
立
さ
れ

た
。
設
立
総
会
は
「
か
ら
す
ま
京
都
ホ

テ
ル　

瑞
雲
の
間
」
に
て
行
わ
れ
、
正

式
の
総
会
へ
向
け
て
の
理
事
代
行
に
、

中
村
昌
生
（
代
行
代
表
、
後
に
会
長
）、

林
屋
晴
三
、村
井
康
彦
、倉
澤
行
洋
（
以

上
三
名
、
後
に
副
会
長
）、
筒
井
紘
一
、

熊
倉
功
夫
、
赤
沼
多
佳
の
各
氏
を
選
出

し
た
。
顧
問
的
役
割
は
、芳
賀
幸
四
郎
、

林
屋
辰
三
郎
、
永
島
福
太
郎
等
が
務
め

た（
＊
１
）。平
成
五
年
度
総
会
大
会
は
、

平
成
六
年
二
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
会
長
は
、
平
成
十
三
年
に
倉

澤
行
洋
、
十
九
年
に
谷
晃
、
二
十
五
年

に
熊
倉
功
夫
、令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

に
中
村
利
則
、
二
年
に
中
村
修
也
が
選

出
さ
れ
た（
＊
２
）。会
誌
は「
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
（
佐
村

憲
一
）」
に
依
頼
し
、
デ
ザ
イ
ン
料
は

三
十
六
万
六
千
円
で
あ
っ
た
。
会
報
の

デ
ザ
イ
ン
は
当
時
の
谷
理
事
な
ど
が
設

計
さ
れ
、
平
成
三
十
年
の
一
〇
〇
号
ま

で
使
わ
れ
た
。

　

会
員
数
は
日
々
流
動
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
予
算
案
の
会
費
収
入
に
付
記
さ

れ
た
も
の
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
平

成
六
年
で
、
維
持
会
員
（
一
口
二
万

円
の
一
口
以
上
）、
普
通
会
員
（
八
千

円
）
の
各
々
が
、
八
十
六
口
と
七
百
八

十
五
人
で
あ
っ
た
。
維
持
会
員
数
を
会

費
比
率
で
普
通
会
員
に
換
算
し
て
加
え

る
と
、
千
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
＊
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３
）。
維
持
会
員
は
平
成
五
年
の
八
十

八
口
以
降
ほ
ぼ
単
調
減
少
を
続
け
、
令

和
四
年
で
は
十
二
口
と
な
っ
て
い
る
。

普
通
会
員
は
平
成
八
年
の
八
百
五
十
二

人
か
ら
令
和
四
年
の
六
百
九
十
五
・
五

人
に
至
る
（
学
生
・
家
族
会
員
数
の

半
分
を
加
算
し
て
、
普
通
学
家
と
表

記
）。
維
持
会
員
の
換
算
を
加
え
て

七
百
二
十
五
・
五
人
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
数
値
を
よ
り
解
り
や
す
い
よ
う
に
グ

ラ
フ
と
し
て
次
の
頁
に
提
示
す
る
（
上

部
が
図
１
下
部
が
図
２
。
歴
代
会
長
名

の
略
記
、
周
年
を
付
記
し
た
。）。
デ
ー

タ
そ
の
も
の
も
付
記
す
る
。図
１
で
は
、

会
員
数
と
と
も
に
、
三
つ
の
金
額
（
万

円
）
も
示
す
。
そ
れ
ら
は
会
費
収
入
、

次
期
繰
越
金
、会
誌
会
報
支
払
で
あ
る
。

会
費
収
入
は
当
該
年
度
の
支
払
と
、
既

年
度
分
と
を
合
算
し
た
、
決
算
書
で
の

数
値
で
あ
る
。会
誌
会
報
に
つ
い
て
は
、

図
２
に
そ
の
詳
細
を
示
し
た
。
即
ち
、

会
誌
、
会
報
の
個
々
の
支
払
金
額
と
和

で
あ
る
。
平
成
十
四
、
十
五
年
は
、
会

誌
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
次
期

繰
越
金
は
九
百
十
三
万
円
に
至
る
が
、

そ
の
後
定
常
発
行
に
三
冊
を
加
え
発
行

し
（
平
成
十
六
、
十
九
、
二
十
）、
繰
越

金
は
二
百
九
万
円
ま
で
低
下
し
た
。
後

に
繰
越
金
は
四
百
万
円
程
度
ま
で
回
復

し
七
年
間
ほ
ど
保
っ
た
が
、
令
和
に
な

り
ま
た
二
百
万
円
台
に
陥
っ
て
い
る
。

　

よ
り
詳
し
く
見
れ
ば
、
様
々
な
問
題

が
わ
か
る
。
図
１
で
年
度
を
追
う
と
普

通
学
家
と
会
費
収
入
の
乖
離
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
維
持
会

員
の
減
少
が
図
に
現
れ
た
も
の
で
あ

る
。
平
成
十
三
か
ら
十
五
年
に
か
け

て
次
期
繰
越
金
は
二
百
万
円
ず
つ
増
加

し
た
が
、
そ
の
後
会
誌
を
三
冊
追
加
発

行
し
た
平
成
二
十
年
ま
で
に
七
百
万
円

減
少
し
た
。
単
純
計
算
よ
り
百
万
円
が

減
っ
て
い
る
が
、
他
の
行
事
の
こ
と
も

あ
る
。
平
成
で
の
四
百
万
円
程
度
の
次

期
繰
越
金
が
令
和
に
な
っ
て
二
百
八
十

万
円
程
度
に
落
ち
込
ん
だ
一
つ
の
原

因
は
、
平
成
三
十
年
の
会
報
一
〇
〇

号
を
迎
え
る
に
あ
た
り
（
グ
ラ
フ
内

にno100

と
し
て
指
示
）、「
会
報
、
封

筒
三
種
、
ロ
ゴ
」
の
新
規
デ
ザ
イ
ン
料

金
が
六
十
四
万
八
千
円
に
な
っ
た
こ
と

図１　普通会員＋［学生家庭］/ 2、会費収入、次期繰越、会誌会報、維持会員数（会長名．中：中村）

図
２
　
�会
誌
会
報
�

万
円
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も
挙
げ
ら
れ
る
。
理
事
会
提
案
で
は
名

刺
等
へ
の
ロ
ゴ
適
用
も
言
わ
れ
て
い
た

が
、
使
用
例
は
不
詳
で
あ
る
。
同
年

に
「
会
誌 
色
指
定 

印
刷
管
理
料
」
と

し
て
五
万
四
千
円
が
支
出
さ
れ
て
い

る
（
同
趣
旨
の
支
出
は
平
成
二
十
六
年

の
三
万
円
が
あ
る
）。
な
お
、
会
報
の

用
紙
が
超
厚
手
に
指
定
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
扱
い
に
く
く
、
か
つ
折
り
目
が
目

立
ち
か
え
っ
て
読
み
難
く
な
る
た
め
、

早
々
に
元
の
用
紙
（
そ
れ
で
も
厚
手
）

に
戻
さ
れ
た
。
来
年
度
に
は
会
誌
が
四

〇
号
と
な
る
が
、
た
と
え
学
会
三
十
周

年
で
あ
っ
て
も
、
会
誌
・
会
報
と
も
に

特
に
デ
ザ
イ
ン
変
更
の
必
要
も
な
か
ろ

う
。
図
２
か
ら
、
会
誌
と
会
報
の
相
対

的
な
支
出
関
係
が
わ
か
る
。

　

そ
の
他
、
重
要
な
出
来
事
を
纏
め
て

お
こ
う
。
会
誌
論
説
の
査
読
は
平
成
九

年
か
ら
で
あ
る
。
平
成
十
一
年
に
は
中

村
昌
生
会
長
か
ら
、
会
員
数
が
漸
減
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
会
員
は
千

人
必
要
で
あ
る
」
と
危
機
感
の
表
明
が

行
わ
れ
た
。
平
成
十
三
年
に
は
、『
茶

道
学
大
系
』（
淡
交
社
）
が
完
結
し
、

そ
の
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
第
十
巻 

筒
井
紘
一
編
『
茶

の
古
典
』
に
は
、
紹
鷗
時
代
の
名
物
記

な
ど
現
在
は
基
準
と
な
っ
て
い
る
史
料

が
提
供
さ
れ
た
。
平
成
二
十
年
に
は
、

谷
晃
会
長
も
会
員
減
少
に
危
機
感
を
感

じ
、
会
報
五
十
八
号
に
は
会
員
募
集
に

関
す
る
表
明
が
あ
る
。
そ
の
後
図
１
の

よ
う
に
回
復
し
た
。
平
成
二
十
六
年
は

茶
の
湯
文
化
学
会
二
十
周
年
に
あ
た
り

『
日
本
茶
の
湯
全
史
』（
思
文
閣
）
三
冊

を
発
刊
し
た
。
平
成
三
十
年
十
一
月
に

中
村
昌
生
初
代
会
長
が
歿
し
た
が
、
監

修
さ
れ
た
『
茶
室
露
地
大
事
典
』（
淡

交
社
）
は
そ
の
三
月
に
発
行
さ
れ
た
。

令
和
三
年
五
月
に
は
、『
萬
象
録
』（
思

文
閣
）
が
完
結
し
た
。

二
、
会
誌
・
会
報
の
頁
平
均
費
用

　

会
誌
・
会
報
関
係
費
用
の
性
格
を
見

る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
一
頁
あ
た
り
の

費
用
を
算
出
す
る
。
会
誌
に
つ
い
て
は

年
度
で
の
一
冊
又
は
二
冊
の
頁
の
和

を
、
会
報
に
つ
い
て
は
年
四
回
の
頁
の

和
を
取
る
。
そ
し
て
、
一
頁
あ
た
り
の

費
用
を
算
出
す
る
。
こ
こ
で
は
印
刷
部

数
に
よ
る
均
一
化
は
行
わ
な
い
。
学
会

発
足
の
頃
は
、
様
々
な
大
学
や
機
関
に

会
誌
を
送
付
し
て
い
た
が
、
や
が
て
中

止
し
た
ら
し
い
。
但
し
、
国
会
図
書
館

に
納
入
し
て
い
な
い
冊
が
あ
り
、
近
年

に
送
付
し
た
た
め
、
事
務
に
も
全
く
無

い
号
冊
が
発
生
し
た
（
こ
の
問
題
は
処

理
済
で
あ
る
）。

　

図
３
に
頁
平
均
費
用
を
提
示
す
る
。

こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
初
期
の
数
年

を
除
け
ば
、
区
間
毎
に
あ
る
程
度
の
定

常
性
が
見
て
取
れ
る
。
初
期
は
印
刷
会

社
と
し
て
も
手
探
り
で
あ
っ
た
た
め
か

高
コ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十

六
年
度
か
ら
は
、
会
誌
は
年
度
に
二
冊

発
行
と
な
っ
た
。
百
頁
程
度
や
未
満
の

冊
も
あ
る
が
、
年
度
で
の
頁
数
は
概
ね

二
百
～
三
百
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

よ
り
も
多
め
な
事
が
多
い
。
さ
ら
に
図

３
か
ら
見
れ
ば
、
二
冊
化
に
よ
り
コ
ス

ト
が
増
加
し
た
こ
と
も
な
く
、
成
功
し

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
会
報
は
事
務

局
に
よ
り
編
集
さ
れ
会
報
委
員
会
に
よ

り
確
定
さ
れ
る
。

図３　会誌支払（万円）/総頁数、会報支払 /年度頁数
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既
に
紙
な
ど
の
材
料
費
は
値
上
が
り

傾
向
に
あ
る
。
会
誌
・
会
報
の
部
数
を

こ
れ
以
上
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、原
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
ほ
か
な
い
。

三
、
茶
道
華
道
経
験
者（
行
動
者
）

の
減
少

　

会
報
一
一
三
号
で
、
生
活
文
化
に
関

す
る
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
の

五
千
三
百
十
五
人
に
対
す
る
調
査
デ
ー

タ
を
提
示
し
た
。
茶
道
、
華
道
、
香
道
、

煎
茶
道
の
経
験
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
千

百
三
十
二
、
一
千
十
六
、
五
十
二
、
八

十
九
で
あ
っ
た
。
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
の

大
き
い
（
約
十
八
万
人
）
五
年
毎
の
総

務
省
の
調
査
も
既
に
文
化
庁
の 

華
道
・

茶
道 

の
令
和
２
年
生
活
文
化
調
査
研

究
報
告
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
母
集

団
は
推
定
全
人
口（
約
一
億
一
千
万
人
）

の
内
、
十
歳
以
上
と
十
五
歳
以
上
の
場

合
が
混
じ
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
同
じ

形
態
と
す
る
た
め
に
文
化
庁
の
数
値
を

引
用
し
、
ま
た
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
誤
差
を
バ
ー
で
表
示
し
て
、
図
４
と

す
る
。
調
査
デ
ー
タ
か
ら
全
人
口
で

の
経
験
者
を
推
定
す
る
に
は
、
比
率 p 

に
対
し
て
誤
差 

±1.96*sqrt(p*(1-p)/
n), n=

サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ 

を
考
慮
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。n=

十
八
万
で
あ
れ
ば
、

こ
の
誤
差
は
十
分
小
さ
く
、
通
常
は
考

慮
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
二
〇

一
六
年
の
よ
う
に
接
近
し
て
く
る
と
、

考
慮
に
値
す
る
。
特
に
こ
の
秋
に
公
表

さ
れ
る
二
〇
二
一
年
の
結
果
で 

茶
道 

＞
 

華
道 

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

誤
差
を
考
慮
し
な
い
と
確
定
的
な
主
張

は
し
が
た
い
。

　

こ
こ
で
、
一
九
九
六
年
の
茶
道
行
動

者
数
を
基
準
と
し
て
二
〇
一
六
年
を
見

れ
ば
、67.1%

 
に
な
っ
て
い
る
。
図
１

を
参
照
す
れ
ば
、
普
通
会
員
で81.3%

、

会
費
収
入
で
は70.3%

で
あ
る
。
つ
ま

り
は
、
減
少
の
傾
向
は
や
む
を
得
な
い

程
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
大
学
で

茶
の
湯
関
連
の
研
究
を
明
記
す
る
と
こ

ろ
は
な
い
。
特
に
博
士
号
を
出
せ
る
大

学
院
は
二
〇
一
九
年
度
で
無
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
研
究
者

の
継
承
は
よ
り
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

四
、
令
和
四
年
度
大
会

　

令
和
四
年
度
総
会
大
会
は
、
六
月
四

日
（
土
）、
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
良
心
館RY

107

で
参
加
者
一
二

六
名
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
場
確
保

は
、
宮
武
慶
之
幹
事
と
、
同
志
社
大
学

社
会
学
部
佐
伯
順
子
教
授
の
ご
協
力
に

よ
る
。映
像
配
信
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、

設
備
の
調
査
、
録
画
実
験
な
ど
も
行
っ

た
。
出
版
社
は
、
思
文
閣
、
淡
交
社
、

宮
帯
出
版
の
ご
協
力
を
得
、
配
布
資
料

に
各
社
四
点
の
出
版
物
を
含
め
た
。
翌

日
は
見
学
会
が
六
群
（
各
群
十
名
）
に

分
け
て
行
わ
れ
、
野
村
美
術
館
で
茶
席

と
展
示
鑑
賞
に
加
え
、
谷
晃
館
長
に
よ

る
特
別
講
義
を
受
け
た
。

　

講
演
・
総
会
な
ど
は
山
田
哲
也
副
会

長
の
総
合
司
会
の
元
で
行
わ
れ
た
。
研

究
発
表
１
は
石
橋
健
太
郎
広
島
県
立

歴
史
博
物
館
（
ふ
く
や
ま
草
戸
千
軒

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
学
芸
課
長 

兼 

草
戸

千
軒
町
遺
跡
研
究
所
長
に
よ
り
、「
闘

茶
の
種
目
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
―
文

献
資
料
と
出
土
史
料
か
ら
探
る
―
」
が

行
わ
れ
た
（
司
会
矢
野
）。
闘
茶
が
濃

茶
に
、
雲
脚
茶
（
下
級
茶
で
は
な
い
説

を
支
持
）
が
薄
茶
に
な
っ
た
と
い
う
仮

説
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
と
共
に
『
遊

学
往
来
』
は
潤
色
が
疑
わ
れ
る
と
さ
れ

た
。
な
お
当
該
博
物
館
は
平
成
七
年
秋

に
企
画
展
「
茶
・
花
・
香
―
中
世
に
う

ま
れ
た
生
活
文
化
―
」
を
行
う
な
ど
造

詣
が
深
い
。
そ
し
て
草
戸
千
軒
等
か
ら

実
際
に
発
掘
さ
れ
た
札
（
闘
茶
か
聞
香

図４　華道・茶道 行動者数推移
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用
か
の
判
断
は
難
し
い
と
さ
れ
た
）
を

用
い
る
議
論
で
あ
っ
た
。

　

研
究
発
表
２
は
、
山
舘
優
子
氏
（
東

北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
よ

り
「
利
休
に
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
村
田
珠
光
」
が
行
わ
れ
た
（
司
会

八
尾
理
事
）。
先
行
研
究
の
整
理
と
い

え
る
。
発
表
順
序
を
、
先
行
研
究
、
史

料
、
自
身
の
考
え
、
と
い
う
順
序
で
す

べ
き
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
で
、
永
島
福
太
郎
氏
は
常
々
「
珠
光

に
村
田
を
付
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
注

意
し
て
お
ら
れ
た
（
今
回
も
質
疑
に
お

い
て
山
田
副
会
長
か
ら
詳
細
な
説
明
が

あ
っ
た
）。
平
成
十
四
年
、
総
会
と
大

会
が
同
時
開
催
と
な
っ
た
時
の
氏
の
講

演
で
は
、
そ
れ
ま
で
「
じ
ゅ
こ
う
」
と

し
た
発
音
を
「
し
ゅ
こ
う
」
と
変
更
さ

れ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
晩
年

ま
で
様
々
な
研
究
者
の
説
に
目
を
配
っ

て
お
ら
れ
、
正
し
い
と
思
っ
た
も
の
は

取
り
入
れ
て
お
ら
れ
た
。
さ
ら
に
講

演
後
の
発
言
だ
が
、『
茶
道
古
典
全
集
』

等
で
の
間
違
い
等
は
修
正
し
て
ほ
し
い

と
希
望
さ
れ
て
い
た
。
永
島
氏
は
講
演

の
６
年
後
（
平
成
二
十
）
に
歿
し
、
そ

の
翌
年
に
『
秀
吉
の
智
略
「
北
野
大
茶

湯
」
大
検
証
』
が
出
版
さ
れ
、
氏
の
望

ん
で
お
ら
れ
た
修
正
の
一
つ
が
実
現
さ

れ
た
。

　

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
わ
び
茶
の

生
成　

珠
光
か
ら
利
休
へ
―
珠
光
生
誕

六
〇
〇
年
、
利
休
生
誕
五
〇
〇
年
―
」

は
大
橋
良
介
氏
（
日
独
文
化
研
究
所
）

の
基
調
講
演
の
元
で
、
田
中
秀
隆
（
三

徳
庵
）、
美
濃
部
仁
（
明
治
大
学
）
両

氏
を
加
え
て
議
論
が
尽
く
さ
れ
た
。
淡

交
社
の
茶
書
古
典
集
成
『
南
方
録
と
立

花
実
山
茶
書
』
を
良
く
参
照
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
別
途
田
中
氏
に
よ
っ
て
、
概
要
な
ら

び
に
論
説
が
用
意
さ
れ
て
会
誌
に
公
表

さ
れ
る
。

　

今
後
の
課
題
は
多
い
が
、
順
次
解
決

し
、
三
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
学
会
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

註一　

林
屋
は
茶
の
湯
の
学
会
は
作
ら
ず

に
、
藝
能
史
研
究
会
の
部
門
と
し
て
活

動
す
れ
ば
よ
い
と
し
た
が
、
熊
倉
元
会

長
が
説
得
さ
れ
た
。
熊
倉
・
筒
井
は
茶

書
購
読
の
木
芽
文
庫
の
主
催
者
で
あ

り
、
一
九
六
九
年
か
ら
発
行
さ
れ
て
い

た
会
誌
『
茶
湯
』
は
当
時
思
文
閣
が
担

当
し
、
二
十
二
号
を
平
成
元
年
に
、
最

終
二
十
三
号
は
平
成
六
年
発
行
で
あ
っ

た
。
ま
た
宝
塚
大
学
と
２
つ
の
サ
テ
ラ

イ
ト
に
お
い
て
多
く
の
研
究
者
を
輩
出

さ
れ
た
倉
澤
元
会
長
も
学
会
設
立
を
考

え
た
と
こ
ろ
デ
メ
リ
ッ
ト
を
忠
告
す
る

方
も
あ
っ
た
が
、
実
行
に
向
か
っ
た
。

加
え
て
林
屋
晴
三
等
東
洋
陶
磁
研
究
者

も
合
流
し
た
。
更
に
当
時
、
茶
の
湯
専

門
の
会
誌
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

二　

中
村
利
則
は
病
気
の
た
め
会
長
辞

退
と
な
り
、
中
村
修
也
が
会
長
代
行
と

な
っ
た
。
修
也
氏
は
会
長
二
年
目
の
大

会
終
了
後
に
会
長
辞
退
・
会
員
退
会
を

申
し
出
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
令
和
に

入
っ
て
か
ら
状
況
が
乱
れ
て
い
る
。

三　

会
費
比
率
は 20/8

（
千
円
単
位
）

で
あ
る
た
め
、86
×20/8 = 43

×5 = 
215 

で
あ
り
、こ
れ
を 785 

に
加
え
る
。

見学会（野村美術館・谷館長による特別講義） シンポジウム
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令
和
四
年
度
総
会

　

総
会
は
令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）

十
二
時
三
十
分
か
ら
、
大
会
会
場
で
あ

る
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
良

心
館
で
行
わ
れ
た
。
最
初
に
第
一
議

案
「
議
長
選
出
」
に
お
い
て
、
山
田
哲

也
副
会
長
が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
、

そ
の
後
は
山
田
哲
也
議
長
が
進
行
さ
れ

た
。
つ
づ
く
第
二
議
案
「
令
和
三
年
度

事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
の
件
」、
お

よ
び
第
三
議
案
「
令
和
四
年
度
事
業
計

画
な
ら
び
に
予
算
の
件
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
報
告
、提
案
が
あ
り
、第
四
議
案
「
役

員
の
選
出
」
は
、
矢
野
環
副
会
長
が
会

長
に
選
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

例　

会

東
京
例
会

（
令
和
三
年
十
月
二
十
三
日
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺
　

そ
の
二
　
―
克
徳
の
塩
原
と
は
何

処
か
―
」

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

益
田
克
徳
は
明
治
の
茶
の
湯
を
牽
引

し
築
庭
に
も
才
能
を
発
揮
し
た
人
物

で
、
克
徳
を
高
く
評
価
し
た
高
橋
箒
庵

は『
昭
和
茶
道
記（
二
）』で
塩
原
の「
名

所
」「
箒
川
」「
合
流
す
る
処
」
を
挙
げ

て
「
克
徳
の
築
庭
は
塩
原
の
縮
写
図
で

あ
っ
た
」
と
記
述
し
、
以
後
、
箒
庵
の

言
う
「
箒
川
と
合
流
す
る
処
」
が
「
克

徳
の
塩
原
」、「
克
徳
の
築
庭
の
縮
写
図
」

と
し
て
定
説
化
し
て
い
る
。

今
回
私
共
は
「
克
徳
の
築
庭
」
の
原

点
を
求
め
て
現
地
を
訪
れ
、
そ
の
具
体

的
な
場
所
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
箒

庵
が
指
す
場
所
に
克
徳
の
足
跡
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

一
方
『
益
田
克
徳
翁
伝
』
に
は
、
益

田
多
喜
子
の
話
で
「
克
徳
は
小
太
郎
ヶ

淵
に
行
っ
て
い
た
」と
の
記
述
が
あ
り
、

「
小
太
郎
ヶ
淵
」
に
は
鈍
翁
が
昭
和
二

年
に
「
留
魂
地
」
碑
を
建
立
し
碑
文
を

刻
ん
で
い
る
。
以
下
、
私
共
が
碑
文
か

ら
起
こ
し
た
要
約
で
あ
る
。

①
克
徳
は
明
治
十
九
年
以
降
、
度
々

訪
れ
る
程
「
小
太
郎
ヶ
淵
」
の
山
水
を

愛
し
た
。
②
克
徳
は
「
小
太
郎
ヶ
淵
」

を
築
庭
の
摸
本
と
し
た
。③
克
徳
は「
小

太
郎
ヶ
淵
」
に
土
地
を
購
入
し
、
亡
き

後
は
弟
の
英
作
が
継
い
だ
。
④
「
小
太

郎
ヶ
淵
」
は
鈍
翁
と
兄
弟
の
大
切
な
場

所
だ
。
⑤
鈍
翁
は
そ
れ
を
後
世
に
伝
え

る
為
に
碑
を
建
立
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
石
碑
に
は
「
克
徳
は

小
太
郎
ヶ
淵
を
築
庭
の
摸
本
と
し
た
。」

と
刻
ま
れ
て
お
り
、「
克
徳
の
築
庭
」

の
原
点
は
「
小
太
郎
ヶ
淵
」
で
あ
る
こ

と
は
明
確
で
あ
る
。
又
、
私
共
が
入
手

し
た
約
百
年
前
の
絵
葉
書
に
「
克
徳
の

茅
葺
小
屋
」
が
認
め
ら
れ
、「
小
太
郎
ヶ

淵
」
が
克
徳
の
居
た
場
所
で
あ
っ
た
と

の
確
証
を
得
た
。

箒
庵
が
克
徳
の
築
庭
の
摸
本
が
「
小

太
郎
ヶ
淵
」
と
明
確
に
記
さ
な
か
っ
た

故
か
、
後
年
鈍
翁
は
箒
庵
に
茶
会
記
の

中
で
「
留
魂
地
」
碑
の
碑
文
を
紹
介
さ

せ
て
克
徳
の
築
庭
の
原
点
を
後
世
に
遺

す
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
私
共
は
考
え
る
。

「
樂
長
入
の
創
意
に
つ
い
て
」

今
井
　
敦

長
入
は
樂
家
第
七
代
。初
代
長
次
郎
、

三
代
道
入
、
五
代
宗
入
、
九
代
了
入
ら

と
比
べ
る
と
、
そ
の
評
価
は
高
い
と
は

い
え
な
い
。
長
入
の
活
躍
期
は
、
政
治

史
で
は
い
わ
ゆ
る
田
沼
時
代
、
文
化
史

で
は
宝
暦
・
天
明
文
化
期
に
相
当
す
る
。

こ
の
時
期
は
、
茶
の
湯
が
町
人
層
に
ま

で
爆
発
的
に
広
ま
り
、
家
元
制
度
が
確

立
し
た
。
長
入
の
茶
碗
も
ま
た
、
茶
の

湯
の
形
式
化
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

京
焼
で
は
尾
形
乾
山
が
江
戸
入
谷
に

下
向
し
て
か
ら
、
奥
田
頴
川
が
磁
器
の

焼
成
に
成
功
す
る
ま
で
の
、
半
世
紀
余

り
の
名
工
不
在
の
空
白
期
に
あ
た
る
。

し
か
し
、こ
の
時
代
は
け
っ
し
て
芸
術
・

文
化
の
低
迷
期
で
は
な
い
。
と
く
に
絵

画
の
分
野
で
は
、
円
山
応
挙
、
伊
藤
若

冲
、
曾
我
蕭
白
、
池
大
雅
、
与
謝
蕪
村

と
い
っ
た
名
が
綺
羅
星
の
如
く
並
ぶ
。

文
学
の
世
界
で
は
上
田
秋
成
が
現
れ
、

ま
た
文
人
趣
味
と
と
も
に
煎
茶
が
流
行

し
た
。
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東
京
国
立
博
物
館
に
長
次
郎
七
種
の

鉢
開
の
長
入
に
よ
る
写
し
が
あ
る
。
透

明
感
と
光
沢
の
あ
る
黒
釉
が
施
さ
れ
、

口
縁
は
波
打
ち
、
見
込
み
は
箆
で
茶
筅

摺
り
に
段
を
付
け
、
そ
の
ま
ま
螺
旋
状

に
茶
溜
ま
り
に
続
い
て
い
る
。
そ
こ
に

は
古
楽
を
そ
の
ま
ま
に
コ
ピ
ー
す
る
意

思
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
江

戸
時
代
中
期
を
生
き
た
長
入
の
長
次
郎

理
解
な
の
で
あ
る
。

長
入
が
生
き
た
時
代
は
、
若
冲
、
蕭

白
ら
に
よ
っ
て
「
奇
想
の
黄
金
時
代
」

が
現
出
し
た
。
こ
の
時
代
の
茶
の
湯
も

ま
た
、
そ
う
し
た
時
代
の
空
気
と
無
関

係
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
長
入
も
ま

た
、「
奇
」
を
求
め
、
異
端
を
む
し
ろ

よ
し
と
す
る
、
時
代
の
感
性
に
共
感
す

る
部
分
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
令
和
四
年
三
月
十
三
日
）

「
近
代
数
寄
者
の
表
装
―
『
大

正
茶
道
記
』
に
み
る
「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
の
表
装
」

濱
村
繭
衣
子

益
田
鈍
翁
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
数

寄
者
た
ち
の
伝
統
に
捉
わ
れ
な
い
革
新

性
は
、
茶
の
湯
の
歴
史
、
ま
た
美
術
史

の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
活
動
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
嗜
好
や
活
躍

し
た
時
代
の
特
性
は
、
そ
の
蒐
集
品
の

表
装
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
中
で
も
「
佐
竹
本
三
十
六
歌

仙
絵
」
各
断
簡
は
、
手
が
け
た
人
物

や
そ
の
時
期
が
判
明
す
る
点
、
表
装
を

巡
る
状
況
を
伝
え
る
資
料
が
残
る
点
な

ど
か
ら
、
日
本
の
表
装
史
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
極
め
て
重
要
な
対
象
と
考
え

る
。発

表
者
は
す
で
に『
茶
の
湯
文
化
学
』

三
三
号
に
お
い
て
佐
竹
本
断
簡
の
表
装

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ

で
は
、
三
七
の
断
簡
の
う
ち
、
三
幅
を

取
り
上
げ
て
考
察
を
行
っ
た
。
今
回
は

さ
ら
に
対
象
を
拡
げ
、
全
体
に
目
配
り

し
つ
つ
、
特
に
十
五
幅
に
つ
い
て
、
資

料
と
作
品
の
両
面
か
ら
分
析
を
行
っ

た
。発

表
で
は
、『
大
正
茶
道
記
』
に
記

載
さ
れ
た
佐
竹
本
表
装
の
記
録
を
検

討
、
現
状
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
改
変

の
状
況
を
確
認
、
そ
の
上
で
佐
竹
本
に

み
る
表
装
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
当
初
の
状
態
を
留
め
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
例
に
お
い
て
は
、
本
紙
の

深
い
理
解
の
上
で
な
さ
れ
た
表
装
が
み

ら
れ
る
点
に
言
及
、
さ
ら
に
、
作
品
の

比
較
、
鈍
翁
が
残
し
た
書
簡
の
分
析
を

通
じ
て
、
鈍
翁
が
複
数
の
佐
竹
本
の
表

装
に
関
与
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
、
近
代
数
寄
者
た
ち
の
交
流
の
中
で

醸
成
さ
れ
た
佐
竹
本
表
装
の
性
格
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。
改
変
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の

状
況
を
検
討
し
、
改
変
の
意
図
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
た
。
最
後
に
佐
竹
本
の

表
装
が
特
殊
な
状
況
下
で
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、そ
れ
が
表
装
の
性
格
、

そ
の
後
の
改
変
に
つ
い
て
も
影
響
を
与

え
た
で
あ
ろ
う
点
を
指
摘
し
、
近
代
数

寄
者
に
よ
る
表
装
の
特
質
の
一
端
に
つ

い
て
の
見
解
を
提
示
し
た
。

「
渡
辺
又
日
庵
と
そ
の
一
族
の
茶

の
湯
」

水
野
荘
平

渡
辺
又
日
庵
規
綱
は
尾
張
藩
の
万
石

家
老
・
渡
辺
半
蔵
家
の
十
代
で
、
茶
の

湯
に
深
く
傾
倒
し
た
人
物
で
あ
る
。
渡

辺
家
で
は
こ
の
又
日
庵
を
中
心
と
し
て

盛
ん
に
茶
の
湯
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ

た
。
本
発
表
で
は
約
十
八
会
分
の
渡
辺

家
関
連
の
茶
会
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る

『
渡
辺
家
茶
会
記
』
を
中
心
に
し
て
渡

辺
家
で
の
茶
の
湯
の
具
体
像
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

又
日
庵
の
養
父
・
渡
辺
綱
光
に
つ
い

て
は
、
茶
陶
の
制
作
を
行
な
っ
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
裏
千
家
の
茶
の
湯

を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

又
日
庵
の
嫡
子
・
寧
綱
に
つ
い
て
は
、

裏
千
家
の
茶
を
修
め
、
た
び
た
び
茶

会
を
開
催
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
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た
。
同
じ
く
子
の
箕
田
宗
範
に
つ
い
て

は
江
戸
で
玄
々
斎
の
代
理
的
な
立
場
に

あ
り
、
非
常
な
茶
の
湯
の
巧
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
又
日

庵
の
子
と
考
え
ら
れ
る
無
有
斎
玄
又

（
浄
願
寺
玄
又
）
と
い
う
人
物
が
お
り
、

又
日
庵
所
蔵
と
思
わ
れ
る
道
具
を
使
用

し
て
茶
会
を
催
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ほ
か
、
分
家
筋
の
渡
辺
新
左

衛
門
（
在
綱
）
が
又
日
庵
の
茶
会
の
主

客
を
務
め
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
、
同

じ
く
分
家
筋
の
渡
辺
半
九
郎
壽
綱
が
徳

川
斉
荘
の
指
示
に
よ
っ
て
裏
千
家
流
の

茶
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、

そ
の
子
の
猛
（
対
馬
守
）
も
流
儀
は
不

明
な
が
ら
茶
の
湯
の
巧
者
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

渡
辺
家
で
は
又
日
庵
だ
け
で
は
な
く

そ
の
養
父
の
綱
光
や
息
子
た
ち
、
さ
ら

に
分
家
筋
の
渡
辺
半
九
郎
父
子
や
渡
辺

在
綱
も
茶
を
嗜
み
、
時
に
は
茶
の
湯
を

媒
体
と
し
て
渡
辺
一
族
間
で
交
友
し
て

い
た
姿
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

近
畿
例
会

（
令
和
四
年
四
月
三
十
日
）

「
茶
の
湯
に
お
け
る
「
銘
」
の
研

究
―
『
松
屋
会
記
』
を
中
心
に
―
」

板
垣
華
蓮

茶
の
湯
の
世
界
で
用
い
ら
れ
る「
銘
」

は
、
特
定
の
茶
道
具
に
つ
け
ら
れ
る
愛

称
的
呼
称
で
あ
る
。

茶
の
湯
に
お
い
て
言
葉
を
も
つ「
銘
」

は
、
茶
会
の
趣
向
を
あ
ら
わ
す
装
置
と

し
て
言
葉
以
上
の
役
割
を
果
た
す
。
現

代
の
茶
会
は
趣
向
と
し
て
の
季
節
が
重

要
視
さ
れ
、「
銘
」
は
そ
の
季
節
を
示

唆
す
る
。
し
か
し
茶
の
湯
初
期
の
茶
会

で
は
、
名
物
道
具
を
拝
見
す
る
こ
と
に

重
き
が
置
か
れ
、「
銘
」
や
趣
向
が
重

要
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
定
説
と
さ
れ

て
い
る
。

茶
会
に
お
け
る
趣
向
と
し
て
の
季
節

感
の
誕
生
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は

小
堀
遠
州
（
天
正
七
［
一
五
七
九
］
年

―
正
保
四
［
一
六
四
七
］
年
）
に
よ

り
、
俳
諧
の
影
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
遠
州
よ

り
も
先
立
ち
、
ま
た
遠
州
の
時
代
と
も

重
な
る
初
期
の
茶
会
を
記
し
た
『
松
屋

会
記
』（
天
文
二
［
一
五
三
三
］
年
―

慶
安
三
［
一
六
五
〇
］
年
）、
延
べ
一

一
七
年
間
に
わ
た
る
茶
会
記
を
資
料
と

し
て
扱
う
。『
松
屋
会
記
』
か
ら
「
銘
」

を
持
つ
茶
道
具
を
抽
出
し
、
歌
学
書
な

ど
か
ら
「
銘
」
の
季
節
を
特
定
す
る
。

「
久
政
茶
会
記
」（
全
三
九
九
会
）
に
は

七
十
六
、「
久
好
茶
会
記
」（
全
一
八
五

会
）
に
は
二
十
二
、「
久
重
茶
会
記
」（
全

二
六
八
会
）
に
は
四
十
六
の
「
銘
」
を

持
つ
道
具
の
確
認
が
で
き
た
。
そ
の
中

で
も「
久
政
茶
会
記
」に
登
場
す
る「
九

重
」
茶
壺
、「
宇
治
橋
」
茶
壺
、「
靏
ノ

ハ
シ
」
花
入
は
、
茶
会
の
開
か
れ
た
季

節
と
一
致
す
る
「
銘
」
を
も
つ
道
具
で

あ
っ
た
。
遠
州
の
時
代
と
重
な
る
「
久

重
茶
会
記
」
に
は
遠
州
の
茶
会
も
確
認

で
き
る
も
の
の
、「
銘
」
が
機
能
し
た

茶
会
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
『
松
屋
会
記
』
以
外
の
茶
会
記

か
ら
も
「
銘
」
を
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
そ
の
「
銘
」
の
認
定
や
趣
向

の
検
討
な
ど
今
後
の
課
題
と
す
る
。

金
沢
例
会

（
令
和
四
年
五
月
二
十
九
日
）

「
利
休
の
数
寄
雑
談
　
神
屋
宗
湛

に
語
っ
た
利
休
の
心
」

竹
内
順
一 

『
宗
湛
日
記
』
の
天
正
十
五
年
正
月

十
二
日
条
は
、
上
松
浦
唐
津
村
か
ら
上

洛
し
た
神
屋
宗
湛
が
初
め
て
利
休
の
茶

の
湯
（
於
：
大
坂
屋
敷
）
に
参
会
し
た

記
事
で
あ
る
（『
茶
道
古
典
全
集
』
第

六
巻
）。

宗
湛
は
大
和
郡
山
の
羽
柴
秀
長
茶
会

か
ら
堺
経
由
で
急
遽
駆
け
つ
け
た
た

め
、「
大
坂
ニ
八
ツ
時
分
（
午
前
一
時

頃
）
ニ
着
、
利
休
路
（
露
）
地
ノ
口
ニ

侍
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
こ
と
は
有

名
な
エ
ピ
ー
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
使
わ
れ

た
当
日
の
利
休
道
具
は
、
①
「
五
徳
」、

②
「
釜　

ア
ラ
レ
、
ウ
バ
ノ
口
（
霰
姥

口
）、
鬼
面
」、
③
「
高
麗
筒
（
花
入
）」、

④
「
橋
立
ノ
大
壺
」、⑤
「
土
水
指
、唐
」、

⑥
「
尻
フ
ク
ラ
（
膨
）」
の
茶
入
、
⑦

「
井
戸
茶
碗
」、
⑧
「
土
（
の
）
水
覆
、

唐
」、
⑨
引
切
（
青
竹
蓋
置
）、
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、『
山
上
宗
二
記
』
に
は
「
引
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拙
祖
母
口
ノ
釜　

関
白
様
ニ
在
」
と
あ

る
②
徳
川
美
術
館
「
姥
口
霰
釜
」
と
、

③
不
審
菴
「
南
蛮
筒
花
入
」
を
Ｐ
Ｐ
Ｔ

画
像
で
紹
介
し
た
。
ま
た
、
④
「
橋
立

ノ
大
壺
」
は
「
渡
し
壺
」
で
は
な
い
か
、

ま
た
、
⑥
「
尻
膨
茶
入
」
は
、『
天
王

寺
屋
会
記
』
宗
及
他
会
記
の
天
正
七
年

（
一
五
七
九
）
正
月
二
十
六
日
条
か
ら

『
松
屋
会
記
』
久
重
茶
会
記
の
慶
長
十

三
年
（
一
六
〇
八
）
二
月
二
十
五
日
条

ま
で
、計
五
回
茶
会
記
に
登
場
す
る
も
、

『
茶
話
指
月
集
』
に
あ
る
「
…
今
日
庵

主
（
千
宗
旦
）、
古
宗
佐
（
四
世
江
岑

宗
左
）
へ
物
が
た
り
に
、
宗
易
ハ
尻
膨

の
茶
入
を
嗜
で
、
二
つ
ま
で
所
持
す
」

や
「
一
つ
ハ
（
細
川
）
三
斎
へ
ま
い
ら

せ
、
一
つ
ハ
予
（
千
宗
旦
）
が
家
（
千

家
）
に
伝
え
た
る
…
」
の
記
事
に
注
目

し
、
二
口
の
尻
膨
茶
入
の
う
ち
現
存
尻

膨
分
は
永
青
文
庫
所
蔵
分
に
該
当
す
る

こ
と
を
確
認
・
紹
介
し
た
。

利
休
の
数
寄
雑
談
十
一
項
目
の
う

ち
、
一
項
目
目
の
袋
（
仕
覆
）
の
位
置

づ
け
と
目
的
（
機
能
）
を
語
っ
た
「
茶

の
養
生
」
と
い
う
実
践
に
徹
し
た
考
え

方
を
確
認
し
た
。
そ
も
そ
も
「
名
物
裂

の
尊
重
」
は
、
利
休
時
代
に
は
な
か
っ

た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
辿
っ
た
。ま
た
、

二
項
目
目
の
、
個
別
の
唐
物
茶
入
専
用

の
「
付
き
茶
杓
」
と
い
う
古
い
使
用
形

態
か
ら
、「（
小
壺
の
口
に
）
入
（
い
り
）

サ
ヘ
セ
バ
也
」
と
い
う
変
革
が
あ
っ
た

こ
と
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
五
項
目

目
の
小
茄
子
「
三
ツ
（
ノ
）
内
」
を
、「
つ

く
も
茄
子
」・「
珠
光
の
小
茄
子
」・「
紹

鷗
茄
子
（
松
本
茄
子
）」
と
限
定
し
、『
山

上
宗
二
記
』
と
茶
会
記
の
使
用
記
事
と

を
比
較
検
討
し
た
。
八
項
目
目
の
「
内

赤
ノ
盆
」
に
関
し
て
、「
赤
ハ
雑
ナ
ル

コ
コ
ロ
、
黒
ハ
古
キ
コ
コ
ロ
也
」
の
真

意
を
絵
巻
に
表
れ
た
画
像
と
現
存
例
と

を
中
心
に
比
較
検
討
し
た
。

例
会
の
ご
案
内

※ 

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
個
人
宛
に
メ
ー

ル
等
で
の
お
知
ら
せ
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

東
京
例
会

令
和
四
年
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）　

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
（
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。））

（
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の

四
」

八
木
京
子
・
神
保
乃
倫
子

「
続
き
薄
茶
に
つ
い
て
（
仮
）」

岡
本
浩
一

令
和
五
年
二
月
十
一
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
）

「
松
平
不
昧
の
新
し
い
道
具
づ
く
り
に

つ
い
て
―
小
林
如
泥
の
指
物
作
品
調
査

か
ら
―
」

倉
澤
佑
佳

「
高
橋
箒
庵
―
『
大
正
名
器
鑑
』
を
中

心
に
―
」

齋
藤
康
彦

静
岡
例
会

令
和
四
年
十
月
二
十
日
（
木
）
～
二
十

三
日
（
日
）

（
会
場
：
静
岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
」）

世
界
お
茶
ま
つ
り
協
賛
イ
ベ
ン
ト
「
未

定
」

東
海
例
会

令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

（
会
場
：
昭
和
美
術
館
）

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

「
指
物
と
吉
田
家
」

稲
垣
信
斎

近
畿
例
会

令
和
四
年
十
月
十
五
日
（
土
）　

午
後
二
時
～

（
会
場
：
同
志
社
大
学 

今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス 

良
心
館 RY

106

）

「
茶
室
建
築
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
用
材

観　

木
材
解
剖
学
×
茶
室
×
精
神
」

田
鶴
寿
弥
子　
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令
和
四
年
十
一
月
十
九
日
（
土
）　

午
後
二
時
～

（
会
場
：
同
志
社
大
学 

新
町
キ
ャ
ン
パ

ス 

尋
真
館 Z20
）

「
堺
市
博
物
館　

特
別
展
「
堺
と
武
将 

三
好
一
族
の
足
跡
」
関
連
発
表
」

宇
野
千
代
子　
　

「
長
谷
寺
の
文
化
―
茶
道
、
連
歌
を
中

心
と
し
て
―
」

久
野
由
香
子

令
和
五
年
三
月
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
同
志
社
大
学 

今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス 

良
心
館 RY
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）

発
表
者
未
定

金
沢
例
会

令
和
四
年
十
月
三
十
日
（
日
）

午
後
一
時
～

（
会
場
：
金
沢
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

武
蔵
）

「
前
田
家
と
「
鳴
海
織
部
窯
耳
付
き
茶

入　

銘　

餓
鬼
腹
」」

木
塚
久
仁
子

令
和
四
年
十
一
月
六
日

移
動
例
会　

高
山
方
面

「
金
森
宗
和
に
つ
い
て
」

谷　

晃

令
和
五
年
三
月
（
日
未
定
）　

午
後
一
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
茶
の
湯
と
社
会
的
意
義
／
地
域
へ
の

影
響
（
仮
）」

伊
東　

梢

高
知
例
会

＊
参
会
希
望
者
は
予
め
連
絡
を
し
て
下

さ
い
。

令
和
四
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』　

第
７
章
輪
読

（
各
自
お
持
ち
の
本
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

茶　

事　

正
午
～
午
後
四
時

　

席
主　
　

四
名

　

会
費　
　

五
千
円　
　
　

令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

高
知
支
部
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画

新
刊
紹
介

『
茶
の
湯
の
茶
碗
』
第
四
巻
「
和
物
茶

碗
Ⅱ
」

梶
山
博
史
責
任
編
集　

淡
交
社　

定
価

六
、
九
三
〇
円
（
税
込
）

展
覧
会
の
ご
案
内

令
和
四
年
十
月
八
日
（
土
）
～
十
二
月

四
日
（
日
）

京
都
国
立
博
物
館　

特
別
展
「
京
（
み

や
こ
）
に
生
き
る
文
化　

茶
の
湯
」

＊ 

記
念
講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

学
会
か
ら
の
郵
便
物
は
、
会
誌
・
会

報
・
大
会
総
会
の
ご
案
内
・
年
会
費

の
払
込
用
紙
な
ど
、
複
数
同
封
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
開
封

し
て
中
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※  

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
払
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


